
別紙回答書のとおり





別紙

No. 回答

1
メディアの入替等で、本市の運用負担が増大せず、かつ、コストメリットがあり、特定の
技術・商品等に限定せず、既に普及されているものであればご提案いただいて結構で
す。

2
対象です。
工事については、調達仕様書4.2.3(3)(A)に記載のとおり，実地調査を行った上で決定
することとしております。

3
ＬＡＮケーブルの長さと本数は現時点では未定です。調達仕様書4.2.3(3)(A)に記載のと
おり，実地調査を行った上で決定することとしています。

4 特に指定はございません。

5
総合テスト工程以降は，本市庁舎内での作業を想定していますが，開発工程における
移行プログラム検証等の目的での本市からのデータの提供は想定しておりません。
なお、総合テスト工程以降の作業場所については、本市で準備します。

6 受託者の持込みとなります。

7 順番に実施します。

8

施設重要度で管理している項目は次のとおりです。
A:大量調理製造施設、B:生食用魚介類、C：生食用生肉、D:卵製品（製造）、E：卵製品
（調理、使用）。
なお、予備項目が2つ設けられており、こちらは各区でルールを決め、利用しています。

整理番号１　回答書



御見込みのとおりです。
但し、アンカー止め等の本市設備
を加工する方法は認めません。

電源が必要な場合は本市で準備し
ます。
受託者が実施する工事はございま
せん。

設置するネットワークは、イン
ターネットに接続していません。
したがって、手動での更新となり
ます。
パターンファイルの更新頻度等に
ついては，設計工程で決定する想
定です。

ここで外部連携と記載しているの
は、公所間でのデータ連携を想定し
ており、庁外の外部システムとデー
タ連携することは予定しておりませ
ん。利用公所間の連携については、
別紙2業務フローをご確認ください。



可能です。

メールを送付いただくことは問題
ございません。但し、送付する環
境も本業務の中で構築いただく必
要があります。

外字の使用はございません。
データ提供回数は3回を予定して
います。提供時期については、本
市、受託者及び現行システムデー
タ抽出業務の受託者と協議の上、
決定します。



収去検査、苦情・食中毒検査デー
タについても移行対象です。



ご指摘のとおりです。
仕様書P.8　3.4.2ハードウェア要件
表3-4　システム端末個別要件のOS
を「「Windows10  Pro」から　
「Windows10 Enterprise」に訂正
いたします。

差し支えございません。

提案するパッケージの実績につい
ては，提案者の実績に限定するも
のではありません。また、バー
ジョンは過去のバージョンも含み
ます。



御見込のとおりです。

問題ありません。

御見込のとおりです。

御見込のとおりです。



別紙回答書のとおり
（以下、同様。）













別紙

No. 回答

1
契約期間における、調達仕様書4-1で示す本業務で対象とする役務を実施するための全て
の費用を含みます。

2 御見込のとおりです。

3 問題ありません。

4 御見込のとおりです。

5
管理用端末も本調達に含みます。　なお、仕様書図表3-3の保健所生活衛生課の端末数に
含まれています。

6 障害発生時の継続性などを考慮していれば、必ずしも2台必要ではありません。

7
メディアの入替等で、本市の運用負担が増大せず、かつ、コストメリットがあり、特定の技術・
商品等に限定せず、既に普及されているものであればご提案いただいて結構です。

8 設置場所は契約締結後に協議の上、決定します。

9
耐震を考慮したサーバラックの設置が必要です。なお、床環境については、具体的な設置場
所が未定ですが、一般的な執務室の床とお考えください（OAパネルフロア等でではありませ
ん）。

10
仕様書P.7表3-3の下に記載のとおり、管理端末は、執務室（保健所生活衛生課内）に設置す
る予定です。

11 御見込のとおりです。但し、実績が複数あることまでは限定していません。

12 現時点では特に予定はございません。

13 御見込のとおりです。

14 御見込のとおりです。

15
ここでいう既存サーバ機器とは、現行の本システム用のサーバではなく、庁内の他システム
で利用しているサーバと、サーバ仮想化等により統合することを想定しております。

16
原則、受託事業者側で実施していることを想定していますが、手順書などを準備するなど、十
分にサポートいただくとともに、職員でも簡単に実施できるのであれば、その限りではありま
せん。

17 メンテナンス時間は含みません。

18
ご指摘のような決まった要件はありません。調達仕様書に示す要件を満たしていれば、よりレ
ベルの高い対策をご提案いただくことは問題ありません。

19 問題ありません。

20
契約期間中のバージョンアップについては、本調達に含みます。また、バージョンアップの対
象について、市として追加費用が発生しない範囲内とします。

21

事業継続性については、どこまで実施するかについては提案いただければと存じます。な
お、遠隔地に郵送するなどの市側で追加費用が発生することは想定していません。バック
アップデータの退避については、本庁舎から青葉区役所庁舎等の別の建物に移動するな
ど、職員の負担が大きくなければ対応は可能です。

22
本庁舎から青葉区役所庁舎等の別の建物に移動するなど、職員の負担が大きくなければ対
応は可能です。

23 御見込のとおりです。

24
対面を原則とします。TV会議も許容します。
実施方法については、セキュリティ面等を考慮・協議の上、決定します。
なお、必要機材が生じた場合は、受託者の負担となります。

25
移行範囲は、現行システムで管理しているすべてのデータです。
ファイル数等の詳細については、現行システムデータ抽出後の提示となります。
データ件数につきましては、仕様書別紙1及び別添参考資料をご確認ください。

26
前の問と同様、データ件数につきましては、仕様書別紙1及び別添参考資料をご確認くださ
い。

整理番号４　回答書



No. 回答

27
各拠点のデータについては、受託者で統合いただく予定です。但し、データについては、全て
同じフォーマットでの提供を想定しています。

28
備考欄や予備項目の使用方法を除き、公所間の相違はないと認識しています。（各区保健福
祉センター衛生課では、施設情報の備考欄や、既にある項目の選択肢のうち予備項目を使
用し、管理している情報もあります。）

29
システムで管理していないデータの移行は、本市職員で入力するため、本調達には含みませ
ん。

30 外字の利用はありません。

31 （該当なし。）

32 御見込のとおりです。

33
外部連携テストとは、統合ネットワークで接続された公所間でのデータ連携、処理を想定して
います。

34
御見込のとおりです。具体的には、ネットワーク工事、ネットワーク接続のための設定費等が
考えられます。なお、ネットワークの設定情報は市から提供します。

35 御見込のとおりです。

36

成果物についても提案事項になりますので、可能な範囲でご提案ください。なお、既存パッ
ケージについて、基本設計や詳細設計が含まれないとしても、パッケージ設定や機能に関す
る説明資料は必要です。また、外部連携テスト、受入れテストについては、既存パッケージ機
能も含めて、テスト計画書およびテスト結果報告書が必要です。

37 御見込のとおりです。

38 含みません。

39 問題ありません。

40 問題ありません。

41

現行システムの採番形式が次のとおりです。
新システムにおいても、同様の用途、公所毎の判別が可能な番号管理を想定しています。
・管理番号
用途：同一施設（営業所所在地）かつ同一営業者単位で付与する番号。
採番方式：自動
採番フォーマット：年度ごとの連番（6桁）+枝番号（例）180000-001
枝番号は、同一施設で複数許可を取得している場合に使用します。
・指令番号
用途：許可の際に付与する番号。
採番方式：自動
採番フォーマット：年度ごと、各区保健福祉センター衛生課ごとの連番（4桁）。例えば、青葉区
衛生課で許可した場合は、「青保衛第○○○○号」となります。

なお、別紙2-2環境衛生業務フローにおいても、「許可/不許可指令書作成」「検査確認証作
成」「承認/不承認通知書作成」「飲用確認通知書」等において、指令番号、管理番号（枝番
号）などが付与されます。

42
画面毎に、画面切れがなく印刷できるのであれば、ブラウザの印刷機能を利用しても構いま
せん。

43 御見込のとおりです。

44
導入時に設定する方法で構いません。必須項目の設定については、営業許可証や検査成績
書等、事業者に対外的に発行する帳票の記載項目を必須とすることを想定しています。

45
ある施設について、変更履歴等各種届出状況の確認や、検査状況の確認等をすることを想
定しています。

46
問題ありません。但し、一括で複写するなどのあまり業務負担が大きくならないことが前提で
す。

47 問題ありません。但し、業務・事業ごとに設定できることが前提です。

48 各公所ごとに公印が異なるため、それを管理できるマスタを想定しています。



No. 回答

49
何らかの理由により、直接データベースを修正する必要がある場合は、管理者のみメンテナ
ンスができることを想定しています。

50

現在本市では、年度が切り替わる際に手動で更新しています。これによって、年度ごとの付
番が更新されます。
また、帳票の文書記号の更新も手動で行っています。
上記のような、統計及び、帳票において年度の更新が必要となるものを想定しています。

51 問題ありません。

52 「許可番号」という位置付です。

53 御見込のとおりです。

54

残留農薬及び動物用医薬品について、食品分類ごとに、どの検査項目の妥当性評価が実施
済か未実施か、を管理するものです。妥当性評価の状況をシステムで管理することにより、
依頼検体と妥当性評価状況を出力・確認が可能となり、妥当性評価が終了していない項目
の検査成績書を発行する誤りを防ぐことを目的としています。

55

現行は、受付時に検査機関で付番しています。
付番は、成績書の発行単位です。
一日に複数検体あり、例えばその中に成績発行までの期間が短い検体と長い検体があった
場合は、短期間の成績を先に発行できるよう、受付番号を複数とることもあります。

56

現行システムでは、スタンドアロンで運用しているため送付番号の使用はありませんが、パッ
ケージソフトでは、検査依頼機関から検査機関に試験品情報を送付する、というデータの流
れが想定されます。この際、送付する試験品情報を区別するため、依頼単位で付番する必要
があります。

57
簡易専用水道または、小規模簡易給水の届出に基づき、簡易専用水道施設管理業務①～
③、小規模簡易給水施設管理業務①②のいずれかで処理され、システムに入力されていま
す。その後、特定建築物の届出に基づき、特定建築物として入力します。

58

　「非特定建築物扱いとしての区分」は、移行処理前の簡易専用水道施設または小規模簡易
給水施設内のいずれかに分類されることを意味します。
　特定建築物としては廃止となり、復帰処理により当該施設は移行前の簡易専用水道等の
施設に戻ります（業務フロー環境17【簡易専用水道等　簡易専用水道等復帰事務】、23【小規
模簡易給水施設　小規模簡易給水施設復帰事務】参照）。

59 帳票については、帳票数が多く掲載が難しいことから、契約後に提示します。

60 御見込のとおりです。

61 御見込のとおりです。

62 プリンタトナーは含みません。定期交換部品および、バックアップ用の媒体は含みます。

63 御見込のとおりです。

64
受託したシステムについて、第3社から情報公開請求があった場合でも、受託者に帰属する
権利部分については開示することは想定していません。

65 御見込のとおりです。




